
十分に圧接可能であることも確認されている．

なお，柱・梁接合部，梁・梁接合部などを含む梁の先組み鉄筋の場合には，圧接時の鉄筋の移動

量の確保，鉄筋組立て全体の精度の確保など，ガス圧接継手の採用には事前の検討が必要である．

10.8 鉄筋の継手の位置および定着

ａ．鉄筋の継手の位置は，特記による．特記がない場合は，ｅ．による．
ｂ．鉄筋の定着の長さおよび方法は，特記による．特記がない場合，小梁，スラブの下端筋を除く異形鉄筋
の直線定着の長さ Lは表 10.4（ａ）の数値以上とし，フック付き定着の長さ Lは同表（ｂ）の数値以
上とする．

25 d20 d15 d15 d48～60

表 10.4 異形鉄筋の定着の長さ

[注] (1) 表中の dは，異形鉄筋の呼び名の数値を表し，丸鋼に
は適用しない．

(2) フック付き鉄筋の定着長さ L2は，定着起点から鉄筋の
折曲げ開始点までの距離とし，折曲げ開始点以降のフッ
ク部は定着長さに含まない．

(3) フックの折曲げ内法直径 Dおよび余長は，特記がない
場合は表 10.2 による．

直線定着の長さL2

フック付き定着の長さL2h

90̊フック

135̊フック

180̊フック

定着起点

定着起点折曲げ開始点

L2

L2h

定着起点折曲げ開始点
L2h

定着起点折曲げ開始点
L2h

余長
8d以上

余長
6d以上

余長
4d以上

D

D

D

SD 490

―

(4) 軽量コンクリートを使用する場合の定着長さは，特記による．特記がない場合は，F≦36 N/mm2 の軽量
コンクリートと SD 490 以外の異形鉄筋を対象として，表 10.4 の数値に 5 d以上加算した定着長さとし，
工事監理者の承認を受けること．

30～36

30 d25 d20 d15 d39～45

(ａ) 直線定着の長さ L2

コンクリートの
設計基準強度
F（N/mm2)

SD 295 SD 345 SD 390

21

35 d30 d25 d20 d24～27

30 d25 d20 d20 d

―40 d40 d18

SD 490SD 390SD 345SD 295
コンクリートの
設計基準強度
F（N/mm2)

――30 d30 d18

―30 d25 d25 d

30 d25 d39～45

35 d30 d25 d25 d48～60

(ｂ) フック付き定着の長さ L2

21

45 d40 d35 d30 d24～27

40 d35 d30 d30 d30～36

40 d35 d

―40 d35 d35 d

ｃ．小梁・スラブの下端筋の定着の長さおよび方法は，特記による．特記がない場合は，下端筋の直線定着
の長さ L3 は表 10.5（ａ）の数値以上とし，フック付き定着の長さ L3は同表（ｂ）の数値以上とする．
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